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240213第 2回檜原村歴史講座 於：檜原村役場 301会議室 

檜原村の新発見古文書の世界 

西村慎太郎 

 

神戸地区（神戸組）について 

 ※「新編武蔵国風土記稿」・『檜原村史』より 

・神戸川（北秋川に注ぐ）両岸に民家 31軒。高 39.666石 

・「檜原の内此組のみいかなる故にや、正月の飾に松の代として檜の枝を以門戸こと

に立ると云」 

・春日社・稲荷社・疱瘡神社・山王社・枇杷社 / 『檜原村史』には春日神社ほか 8社 

・龍巌山徳泉寺：臨済宗建長寺派吉祥寺末寺。除地 7畝 18歩。本尊地蔵菩薩（現在

は正観世音菩薩）。天文 2年（1533）開山 

 

神戸坂本家について 

・既仮整理分：138点（『檜原村古文書目録』檜原村教育委員会、190点） 

 ※最古の古文書：天和 2年（1682）手形之事（写では寛文 7年（1667）水帳） 

・2022 年～2023 年にかけて NPO 法人歴史資料継承機構じゃんぴんで未整理分

の調査・目録化：1083点 

・古文書の特質：山林売渡証文 / 神戸組年寄として村政に関わる資料（年寄孫兵衛。

反別小前帳・議定書・夫食貸付帳など） 
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檜
原
村
去
々
卯
年
・去
辰 

年
御
成
箇
諸
上
納
金
不
納
有
之
候
所
、是
迄
段
々 

御
吟
味
之
上
、右
未
進
金
上
納
仕
候
処
、未
卯
辰 

両
年
分
ニ
而
金
百
六
拾
四
両
三
分
永
三
拾
六
文
六
分 

九
厘
不
足
ニ
付
、如
何
之
儀
有
之
候
哉
之
旨 

廿
三
組
年
寄
共
被
召
呼
、御
糺
被
成
候
処
、 

右
残
金
之
儀
者
、小
前
百
性
方
不
納
ニ
而
者 

無
之
、名
主
仁
兵
衛
江
被
仰
付
候
而
茂
、迚
茂 

力
ニ
難
及
上
者
、廿
三
組
村
役
人
共
幷
私
共
江
壱 

組
毎
ニ
高
割
を
以
無
甲
乙
弁
納
仕
候
様
被
仰
付
、 

段
々
御
理
解
之
趣
被
仰
聞
、何
レ
茂
屈
腹 

仕
、承
知
奉
畏
候
、然
上
者
右
割
合
之
通
、 

無
滞
差
出
可
申
候
、尤
名
主
仁
兵
衛
方
江
も 



3 

 

右
之
内
金
拾
両
差
出
候
様
被
仰
付
候
、其
余
ハ 

私
共
よ
り
無
恙
急
度
上
納
可
仕
候
、為
後
證
御
請 

連
印
之
一
札
差
上
申
所
、仍
而
如
件
、 

 

天
明
五
年
巳
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
源
兵
衛
組
二
八
名
・
澤
又
組
六
一
名
・
倉
掛
組
一
五
名
・
宮
ヶ
谷
組
三
〇

名
・
小
岩
組
三
五
名
・
笹
久
保
組
二
五
名
・
夏
地
組
二
三
名
・
仁
兵
衛
組

一
六
名
・
下
川
乗
組
一
一
名
・
笛
吹
組
一
五
名
・
上
平
組
一
九
名
・
白
く

ら
組
一
八
名
・
猿
屋
敷
組
二
八
名
・
和
田
組
一
六
名
・
上
川
乗
組
一
九

名
・
中
里
組
四
六
名
（
＋
光
明
院
）
・
神
戸
組
二
六
名
・
出
野
組
一
四
名
・

大
沢
組
七
名
・
か
ず
ま
組
三
四
名
・
柏
木
野
組
一
五
名
・
泉
澤
組
二
七

名
・事
貫
二
三
名
） 

 

伊
奈
半
左
衛
門
様
御
内 

             

松
実
清
三
郎
殿 

             

吉
岡
金
助
殿 

前
書
之
通
、御
吟
味
御
利
解
之
趣
、逸
々 

承
知
奉
畏
候
、万
一
小
前
百
性
共
之
内
退
転 

百
性
出
来
仕
候
節
者
、私
共
引
請
、無
相
違 

差
出
可
申
候
、依
之
村
役
人
奥
印
形
差
上 

申
所
如
件
、 

               

（
廿
三
組
年
寄
共
二
三
名
） 



4 

 

6
4

8
 

（
表
紙
） 

「 

   

慶
応
弐
寅
三
月
日 
檜
原
村 

 

糸
繭
商
人
連
名
帳 

                  

北
側
仲
間 

                           

」 

   

定 

今
般
檜
原
村
之
儀
、糸
繭 

商
人
共
七
八
年
前
従
横
浜 

相
始
り
、此
方
大
勢
ニ
相
成
、 

年
々
両
度
出
席
、日
待
之
儀
も 

難
及
候
間
、当
此
ニ
慶
応 

之
弐
寅
三
月
各
相
談 

之
上
、本
村
両
組
茅
倉
泉
沢 

迄
壱
組
与
相
立
、北
側
之
儀
ハ 

中
里
よ
り
沢
又
迄
壱
組
ニ
而
、南 

側
ハ
笹
野
よ
り
数
馬
迄
壱
組
、都 

合
三
組
ニ
相
成
、本
村
日
待
之
時
ハ 

南
北
両
組
よ
り
行
事
を
相
立
、弐
人
宛 



5 

 

見
舞
・出
張
・諸
通
勘
定
可
仕
、併
右 

積
金
之
儀
ハ
先
制
之
通
り
出
情
可 

仕
対
談
御
座
候
、就
而
ハ
右 

議
定
書
之
儀
ハ
、三
組
之
内 

出
席
之
砌
等
、立
合
之
上
、 

取
極
メ
可
申
候
、依
而
右
儀
定 

相
背
申
間
敷
候
事
、 

 

慶
応
弐
年
寅
三
月
日 

（
人
名
中
略
） 

檜
原
村
三
組 

積
金 

   

控 

慶
応
弐
寅
八
月
七
日
改
メ 

一
、金
拾
弐
両
三
分
弐
朱
也 

            

会
所
本
村
勘
左
衛
門
宅 

（
後
略
） 

    



6 

 

6
5

3
 

   

永
地
売
渡
申
炭
焼
き
證
文
之
事 

神
戸
ニ
而
か
ら
澤 

 

一
、炭
山
五
口
場        

境 
東
養
糸
山
曽
根
よ
り
立
境 

                        

西
藤
兵
衛
山
立
境 

                        

上
者
尾
根
迄 

                        

下
者
大
川
迄 

   

代
金
五
両
也 

右
者
拙
寺
所
持
之
山
此
度
転
職
其
外
諸
入
用
ニ
差
支
、檀
中 

一
統
相
談
之
上
、貴
殿
へ
御
無
心
申
、右
炭
山
地
永
売
渡
し
、代
金 

不
残
請
取
候
処
、実
正
也
、
然
上
者
貴
殿
方
ニ
而
右
山
御
年
貢 

御
上
納
被
成
、永
久
御
支
配
可
被
成
候
、尤
外
々
よ
り
故
障
・妨
等
一
切 

無
御
座
候
、若
違
乱
申
者
有
之
候
ハ
ヽ
、加
判
之
者
迄
罷
出
、急
度 

埒
明
、貴
殿
へ
少
茂
御
苦
労
掛
申
間
敷
候
、為
後
日
賣
渡
申 

炭
山
證
文
、依
而
如
件
、 

 

慶
應
元
年
丑
六
月
日 

               

檜
原
村
神
戸 

                   

山
賣
主 

徳
泉
寺
［
印
］ 

                   

檀
中
惣
代 

伊
右
衛
門
（
印
） 



7 

 

                   

同
断 

善
兵
衛
（
印
） 

                   

立
入
人 

近
江
（
印
） 

                   

百
姓
代 

小
兵
衛
（
印
） 

 

同
村
孫
兵
衛
殿 

                



8 

 

西村 慎太郎 

（人間文化研究機構国文学研究資料館教授・NPO法人歴史資料継承機構じゃんぴん代表理事） 

• E-mail haniwa28@hotmail.com 

• Twitter  nishimurahaniwa 

• Facebook shintaro.nishimura.52 

• Instagram / Threads   @shintarobrianjones 

• http://resarchmap.jp/nishimurahaniwa 

 

 


